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r〈動物 の いの ち〉 と哲 学 』

コー ラ ・ダ イ アモ ン ド他[著]中 川雄i-E訳]

(春秋社,2010年,236頁,2,800円)

手強 い 書 で あ る.本 の帯や 訳者 の中 川雄 一 氏 の前書 き

には,昨 今 の 口蹄疫 に よ る牛 の大量 処 分,過 激 な反捕 鯨

活 動家 の行動 や 肉食忌 避 のベ ジタ リア ン,動 物 の権 利や

ウ ェル フ ェア な どの生 命倫 理 の基礎 を理 解 す るた め の書

として紹 介 され て い る.そ のた め,私 は,本 書 は哺 乳類

研 究者 に と って 動 物 の扱 い な どの倫 理 的指 針 の理 解 につ

なが る本 で あ る と思 い,こ の書 評 を引 き うけた.と ころ

が 読 み進 ん で い く うち に,本 書 で は動物 の命 の扱 い に関

す る直接 の論 議 はほ とん ど行 わ れ てい な い,と い う事 実

が 分 か った.本 書 は英 語 圏 に おけ る,動 物 の生命 の倫 理

観 に関す る専 門的 な哲 学 の論 文 集 で あ る.従 って,生 命

倫 理 に関 す る基 礎 知 識 を本書 に よっ て得 る こ とを期待 し

ては い け ない.こ の本 は,動 物 の生 命 につ い て の倫理 観

や 道徳 を高度 な形 而 上学 的 問題 と して扱 っ てお り,哲 学

に相 当 の興 味 が あ る人や,著 者 に つい て の予 備知 識 が あ

る人 以外 には難 解 で あ る.

本 書 の構 成 は複 雑 で あ る.原 著 は5部 構 成 とな って お

り,序 章 は ケア リー ・ウル フに よる 「露 わ さ」,第1章 は

コー ラ・ダ イ ア モ ン ドの 「現 実 の難 しさ と哲学 の難 しさ」,

第2章 は,ス タ ン リー ・カ ヴ ェ ルの 「伴 侶 的 恩考」,第3

章 は ジ ョン ・マ クダ ウ ェルの 「ス タ ン リー ・カ ヴェル の

伴 侶 的 思 考 に つ い て の論 評」,そ して む す び の章 は イア

ン ・ハ ッキ ン グに よる 「逸 れ」 とな って い る.本 書 の 中

心 は ダイ ア モ ン ドの第1章 で あ るが,こ れ は南 アフ リカ

の ノ ー ベ ル賞 作 家 のJ.M.ク ッ ツ ェ ー と哲 学 者 ス タ ン

リー ・カ ヴ ェル の論 理 をつ な げ る論 文 で あ る.そ して,

当 の カ ヴ ェ ルが 第2章 で この論 文 に対 す る論 評 を 書 き,
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書評

手強い書である 本の帯平訳者の中)11雄一氏の前書き

には，昨今の口蹄疫による牛の大量処分，過激な反捕鯨

活動家の行動や肉食忌避のベジタリアン，動物の権利平

ウェルフ品アなどの生命倫理の基礎を理解するための書

として紹介されている そのため，私は，本書は噌乳類

研究者にとって動物の扱いなどの倫理的指針の理解につ

ながる本であると思い，この書評を引きうけた ところ

が読み進んでいくうちに，本音では動物の命の扱いに関

する直接の論議はほとんど行われていない，という事実

が分かつた 本書は英語圏における，動物の生命の倫理

観に関する専門的な哲学の論文集である 従って，生命

倫理に関する基礎知識を本書によって得ることを期待し

てはいけない との本は，動物の生命についての倫理観

や道徳を高度な形而上学的問題として扱っており，哲学

に相当の興味がある人や，著者についての予備知識があ

る人以外には難解である

本曹の構成は複雑である 原著は5部構成となってお

り，序章はケアリー ・ウルアによる「露わきJ，第 l章は

コーラ ・ダイアモン ドの「現実の難しさと哲学の難しきJ，

第2章は，スタンりー・カヴヱルの 「伴侶的思考J，第3

章はジョン ・マクダウ=んの 「スタンリー ・カヴェんの

伴侶的思考についての論評J，そしてむすびの章はイア

ン・ハッキングによる 「逸れJとなっている 本替の中

心はFイアモンドの第 l章であるが，これは南アフリカ

のノーベル賞作家の J.M クy ツェーと哲学者スタン

リー ・カヴェルの論理をつなげる論文である そして，

当のカヴェルが第 2章でこの論文に対する論評を書き，



書 評

さ らに そ の カ ヴ ェ ル の論 評 を 第3章 で ジ ョ ン ・マ ク ダ

ウ ェル が論評 してい る.む す びの イ ア ン ・ハ ッキ ン グは

これ らの論 評 を ま とめ る とい う形 で あ るが,序 章 の ケア

リー ・ウル フは ダイ ア モ ン ドの基調 論 文 か らやや 乖 離 し

た展 開 とな ってい る.ま た,ダ イ ア モ ン ドの論文 の重要

な検 討素 材 の ク ッツ ェーの プ リンス トン大 学 で の講 演 の

内容 は,ク ッツェー が創 作 した エ リザベ ス ・コス テ ロ と

い う架 空 の人物 が架空 の大 学 にお い て動物 に対 す る人 間

の行 為 の恐 怖 を述 べ る内容 が 中心,と い う手 の込 み よ う

で あ る、 日本 語訳 では これ ら5人 の著 者 の論 文 に訳 者 前

書 きと後書 きがつ い て お り,訳 者 は 原著 に対 して の論評

を 加 えて い るか ら,日 本 語 訳本 で は 合計6名 の論 考 を収

録 してい る ことに な る.な ん とや や こ しい こ とか!

この よ うに難 解か つ複 雑 な本 では あ るが,翻 訳者 の中

川 氏 の解説 のお か げで ど うに か 内容 の フ ォローが 可能 に

な り論 評 を書 くこ とが で きた.か な り込 み 入 った 哲学 論

文 に 関わ らず,中 川 氏 の訳 は 自然 な 日本 語 で あ る.日 本

語 で訳 し きれ ない表 現 な どは か っ こ内 に原 文 の英 語 が示

され てい る.こ の配 慮 は本 書 の理 解 を助 けて くれ る.本

書 で もっ と も感 心 した の は訳者 の能 力 の高 さであ る,

本 書 は生命 倫 理 につ い て の哲学 的 論議 を してい る とい

うよ りも,「 動物 の命」を ネ タ に した 他者 へ の 「共 感」や

「応答 」に関 す る形 而上 学 的議 論 を行 ってい る.私 に は本

書 の論 議 は 古代 ギ リシ ャの ソフ ィス トた ち の よ うな レ ト

リック遊 びの よ うな 印象 を受 け る.し か し,本 来,哲 学

とは こ うい うもので あ り,「論 理 的遊 び」が哲学 を深 化 さ

せ,さ らには 自然 科学 の方 法 論 に も多 大 な影響 を与 え て

い る こ とも事実 であ り,こ の よ うな議 論 が 「益無 し」 と

断ず るの は早計 であ る.本 書 の中心 著 者 の ダイ ア モ ン ド

で さえ も,動 物 につ い て哲学 す るの は現実 か らの逃避 で

あ り現 実 の難 しさは 哲学 で さ え も歯 が 立 た ない,と 述べ

て い る.彼 女 で さえ,そ う宣 言 してい るのだ か ら哲 学素

人 の我 々には 生命 倫理 の問題 は難易 度 が 高い こ とは明 白

だ.本 書 で比 較 的 分 か りや す い論 を 書 い てい るイ ア ン ・

ハ ッキ ン グは肉食 を しない の は道徳 的 問題 では な く,自

分 の魂 の救 済 のた め で あ る とす る意 見 に くみす る.こ れ

は 比較 的 分か りや す い論 理 だ.ア ニ マ ル ライ トや反 捕鯨

運動 を も これ と同 じ論理 で理 解 で き よ う.さ らに私 は こ

の 「魂 の救 済 」 問題 は,保 全 問題 人為 的 に破壊 され た

生 態系 の再 生,種 の実在 論 な どの生態 学 や進 化 学 に関 す

る諸 問 題 の形 而 上学 的論 議 と裏 で 密接 につ なが ってい る

と考 えて い る,い ず れ にせ よ,本 書 に よって,ア ニ マル

ラ イ トや反 捕 鯨,反 食 馬 ・食犬,欧 米的 菜食 主 義や 動 物

製 品 利用 忌 避 な どの考 え は世 界 に普遍 的 な もの で な く,

英 語 圏特 有 の我 田引 水 的 な 思考 法 で あ る こ とが わ か り,
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非英語圏の人間は無条件に従 う必要もないことも再確認

されよう,一 方で英語圏のこのような生命倫理観からは

環境 ・生態系保全,生 物多様性保全の思想 も派生 した.

英国で発生した工業文明の思想を導入し豊かな生活基準

を持つ ように至る過程で,世 界的な環境破壊に関与して

いる日本に住んでいる我々は,環 境 ・生態系保全問題に

ついては前向きに検討せねば道徳的責任は果たせまい.

結論 として本書は,そ れなりの予備知識を有した読者

にとっては有用であるが,生 命倫蓮学や生命哲学につい

ての 「入門書」にはなり得ない.生 命倫理や保全哲学に

ついての形而上学的探究は 「進化倫理学」 とい う比較的

あたらしい学問分野が扱っている.進 化倫理学について

は最近,比較的若手の哲学者が中心となってまとめた『進

化論はなぜ哲学の問題になるのか』(松本俊吉編著,勤 草

書房,2010年),収 録の 「進化倫理学の課題 と方法」(田

中泉吏 著)を 入門書として推薦したい.『進化論はなぜ

哲学の問題になるのか』には種問題,分 類問題などにつ

いての章も収録されており,当 学会の会員にはこちらは

大いに参考になるであろう,初 学者は,こ のように哲学

的体力をつけてから,r動 物のいのちと哲学』の解読に取

りかかるのが賢明である,

大 舘大 學(北 海道 大 学低 温 科学 研 究所)

図ohd@poPJowtemho㎞dai.ac.jp
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さらにそのカヴェルの論評を第3章でジョン ・マク F

ウョιルが論評している むすびのイアン ・ハァキングは

これらの論評をまとめるという形であるが，序章のケア

リー ・ウルフはダイアモンドの基調論文からやや議離し

た展開となっている また，ダイアモ :/r.の論文の主主要

な検討素材のタッツェーのプリンストン大学での講演の

内容は，グ ツヅェーが創作したエリザベス・コステロと

いう架空白人物品架空の大学において動物に対する人聞

の行為の恐怖を述べる内容が中心， という手の込みよう

である 日本語訳ではこれら 5人の著者の論文に訳者前

書きと後書きがついており，訳者は原著に対しての論評

を加えているから，日本語訳本では合計6名の論考を収

録していることになる。なんとややこしいことか 1

とのように難解かつ複雑な本ではあるが，翻訳者の中

川氏の解説のおかげでどうにか内容のフォローが可能に

なり論評古書くことができた かなり込み入った哲学論

文に関わらず，中川氏の訳は自然な日本語である 日本

語で訳Lきれない表現などはかっこ内に原文の英語が示

されている との配慮は本書の理解を助けてくれる 本

書でもっとも感心したのは訳者の能力の高きである

本書は生命倫理についての哲学的論議をしているとい

うよりも，r動物の命Jをネタにした他者への 「共感」や

「応答」に関する形而上学的議論を行っている私には本

曹の論議は古代ギリ y ャのソフィストたちりようなレト

リック遊びのような印象を受ける しかし，本来，哲学

とはこういうものであち ，r論理的遊びJが哲学を深化さ

せ， さらには自然科学の方法論にも多大な影響を与えて

いることも事実であり，このような議論が 「益無し」と

断ずるのは早計である 本書の中心著者のFイアそンド

でさえもs 動物について哲学するのは現実からの逃避で

あり現実の難しさは哲学でさえも歯が立たない， と述べ

ている 彼女でさえ，そう宣言しているのだから哲学素

人の我々には生命倫理の問題は難易度が高いことは明白

だ 本書で比較的分かりやすい論を書いているイアン・

ハッキングは肉食をしないのは道徳的問題ではなく，自

分の魂の救済のためであるとする意見にくみする これ

は比較的分かりやすい論理だ アニマルライトや反鋪鯨

運動をもこれと同じ論理で理解できょう さらに私はこ

の「魂の救済」問題は，保全問題，人為的に破壊された

生態系の再生，種の実在論などの生態学や進化学に関す

る諸問題の形而上学的論議と裏で密接につながっている

と考えている いずれにせよ l 本書によって，アニマル

ライトや反捕鯨，反食馬 ・食犬!欧米的菜食主義や動物

製品利用忌避などの考えは世界に普遍的なものでなく，

英語圏特有の技団引水的な思考法であることがわかり，
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非英語圏の人聞は無条件に従う必要もないことも再確認

きれよう 一方で英語掴のこのような生命倫理観からは

環境 ・生態系保全，生物多様性保全の思想も派生した

英国で発生した工業文明の思想を導入し:豊かな生活基準

を持つように至る過程で，世界的な環境破壊に関与して

いる日本に住んでいる段々は，環境 ・生態系保全問題に

ついては前向きに検討せねば道徳的責任は果たせまい

結論として本音は，それなりの予備知識を有した読者

にとっては有用であるがl 生命倫通学tl命哲学につい白

ての 「入門書」にはなり待ない 生命倫理平保全哲学に

ついての形而上学的探究は「進化倫理学」という比較的

あたらしい学問分野が扱っている 進化倫理学について

は最近，比較的若手の哲学者が中心となってまとめた『進

化論はなぜ留学の問題になるのかJ(松本俊吉編著，動草

書房， 2010年)，収録の 「進化倫理学の課題と方法J(田

中泉吏著)を入門書として推薦 したい 『進化論はなぜ

哲学の問題になるのか』には種問題，分類問題などにつ

いての章も収録されており l 当学会町会員にはこちらは

大いに参考になるであろう 初学者は，このように哲学

的体力をつけてから， r動物のいのもと留学』の解説に取

りかかるのが賢明である

大舘大事 (北海道大学低温科学研究所)

日 ohd@pop.lowtem.hokud創 出JP


